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◇ ホームページ http://www.joubun.net/ ◇                                      第６９号 平成２９年１１月１５日発行 

 

１．負傷者応急救護訓練 

麻生区聴覚障害者協会、麻生区内にある手話サー

クル「イルカ」「槇の会」のメンバーで参加。麻生区

自主防災組織の皆さまと、「共助」の考え方に基づ

き、負傷者の応急救護訓練を行いました。５人のろ

う者が負傷者役となりました。手話サークルメン

バーがコミュニケーションのサポートをしつつ、身

振り等も使いながら直接コミュニケーションが図

られる場面もありました。 

２．防災展示 

川崎市聴覚障害者災害対策委員会のメン

バーが、一般来場者向けに、啓発活動を行いまし

た。この訓練には毎年参加していますが、今年初

めての試みとして、難聴疑似体験が出来るヘッド

フォンを準備。ヘッドフォンから雑音が出て、周

囲の会話音が聞こえづらくなります。来場者の

方々にこのヘッドフォンを装着してもらい、音声

会話が難しい状態で、聴覚障害者と筆談でやりと

りを行う経験をしていただきました。 

 

 

 

 

川崎市
か わ さ き し

聴覚
ち ょ う か く

障害者
し ょ う が い し ゃ

情報
じ ょ う ほ う

文化
ぶ ん か

センターだより 

筆談器を用いてのやりとり 

負傷者救護訓練の様子 

防災展示の様子 

「聴こえない」という障害は、

目で見て分かりづらく、また体

験することも難しいため、なか

なか理解が難しい面があります

が、工夫をしながら伝え続けて

いきたいと思います。 

難聴疑似体験でヘッドフォンを装着している様子 

瓦礫より救出！ 麻生区自主防災組織の方が 
リヤカーを引いています 

救急車や自衛隊の装甲車など 

会場の様子 

ふろん太くんも来ていました 

様々な手当てを受けています 
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【補聴器とコミュニケーションの講座／麻生区】 

日時：２月２日、９日、１６日、２３日 毎週金曜 全４回 １３：３０～１５：３０ 

場所：麻生老人福祉センター  

※詳しい内容は、チラシやセンターホームページをご覧ください。 

①初めて川崎区で開催。 

８月３日、１０日、１７日の木曜日の３日間、川

崎駅前の川崎ルフロンの８階、福祉パルかわさきを

会場に講座を開催しました。４０名を超える申し込

みがありましたが、今後、情文センター、麻生老人

福祉センターでも開催するので交通の便がそちらの

方がいい人は変更をお願いしました。 

３日間を通してのべ７２名の参加がありました。

補聴器についての講師は、(一社)全日本難聴者・中

途失聴者団体連合会の情報文化部長であり、認定補

聴器技能者でもある小川光彦氏。２６枚にもわたる

パワーポイントのスライドでわかりやすく説明して

いただきました。また、川崎区社会福祉協議会の

方々に様々なご協力をいただきました。 

◎補聴器とコミュニケーションの講座◎ 

②川崎市聴覚障害者情報文化センターでの開催。 

１０月５日、１２日、１９日、２６日の４日間、

こちらもたくさんの申し込みがありました。講座の

スタッフを務める、NPO法人川崎市中途失聴・難

聴者協会の皆さんもいつも利用しているセンターで

あるのとスタッフ歴を重ねてきたこともあり準備が

スムーズに進みます。 

４日間を通して、のべ１１２名の参加がありまし

た。ループの受信機を貸し出して、講師の話をよく

聞こえる環境にしました。 

９月１７日（日）、川崎市内の７区（７カ所）で、聴覚障害者災害訓練を実施。聴覚障害者自らが安否

のメールを、当センターの災害専用アドレスに送信する訓練を行いました。この日は６６人の聴覚障害者

と送受信を行いました。毎年のことですが、名簿の更新（避難所の確認も兼ねる）も行いました。上記の

訓練の他に、各区のろう協と手話サークルが協力しあいながら、独自

の訓練プログラムを企画・実行しました。 

日頃の活動にお忙しい方々ばかりですが、ろう協とサークルとで話

し合いを持つ機会を作っていただき、密に連絡を取り合って災害時に

備えていただけたらと思います。 

日常の連携のないところに、災害時に急に連携が図られるというこ

とはあり得ないと言われます。この訓練をきっかけとしていただけた

らと思います。 

 

どちらの講座でも、「難聴や補聴器に関する情報が得られて良かった」「孤立していましたが勇気が

出てきました」などの好評の感想をいただきました。来年２月にはこれも又初めての麻生区での開催

です。より多くの聞こえに悩む市民の方々に参加してほしいと思います。 

川崎区で開催。補聴器についての講義の様子 

センターで開催した時の様子 
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【ろう者・難聴者のための健康学習会】 

日時：１１月２８日（火）１３：００～血圧測定 １３：３０～１６：００ 

場所：川崎市聴覚障害者情報文化センター 研修室 

※11月23日（木）までに、氏名、生年月日、住所、ＦＡＸ番号、必要な情報保障（手話通訳・ 

要約筆記）を記入して０４４－７９８－８８０４にファックスでお申し込みください。 

◎第３・４回聴覚障害者福祉講座報告◎ 
 

９月１０日（日）、川崎市産業振興会館にて今年度３回

目の聴覚障害者福祉講座を行いました。この日は、元川崎

市聴覚障害者情報文化センター所長 本多綾乃氏に「手話

奉仕員・手話通訳者養成について学ぶ」というテーマでご

講演いただきました。現在川崎市では、厚生労働省カリ

キュラムに基づいて養成講座を行っていますが、講座の全

体像やカリキュラムができた背景などについて学んだうえ

で、養成講座での区ろう協・手話サークルの役割について

意見交換を行いました。今後、養成講座の企画運営にあた

る際などで参考にしていただければと思います。 

１０月２９日（日）には、川崎市生涯学習プラザにて、

川崎市総合防災訓練の参加報告・聴覚障害者災害訓練の報

告を各区よりいただく予定でしたが、台風２２号の接近に

より、断腸の思いで中止としました。今年は、聴覚障害者

災害訓練当日も台風の影響があったのですが、２４０人と

例年通りの参加をいただき、災害対策に関して皆さんが非

常に関心を持っていることが伺えただけに非常に残念でし

た。 

◎ろう者・難聴者のための健康学習会予告◎ 
 

平成１５年から続けている学習会です。毎年違ったテーマを考え、中原区役所保健福祉センターのご協

力を得ています。今年度のテーマは「血圧の基本のキホン」。血圧が高いといけないとか、数値がどうと

か、血圧に気を付けようなど普段深く考えないで話していますがそもそも血圧とは何なのでしょう？また

血圧によってどんな病気などが考えられるのでしょうか。 

中原区役所保健福祉センターの医師の近藤剛史先生に講話をしていただきながら、ろうグループ、難聴

グループに分かれグループワークを行います。グループワークの発表で、お互いに気づきあい今後の健康

を守る取り組みにつなげていきたいと思います。 

聴覚障害者は、「耳学問」による健康の維持が難しい、健康に関する情報が入ってこない、という状況か

らこの学習会は始まりました。是非多くの方の参加をお待ちしています。 

今年度最後の聴覚障害者福祉講座は、平成３０年

１月２８日（日）１３：４５～１６：３０ 川崎市

総合自治会館ホールにて「小中学校の子どもたち

に、聴覚障害理解を広めるための授業について考え

よう」というテーマで行ないます。今年は、実際に

授業を行っている場面の実演も入る予定ですので、

ぜひご参加ください。皆さまのお越しをお待ちして

おります。 

 

グループディスカッションの様子 
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７月 22 日（土）・１０月１５日（日）、情報文化

センター研修室にて、登録要約筆記者現任研修（情

報文化センター担当）を実施しました。 

７月 22 日（土）は「事例検討」で、参加者１６

名（要約筆記者１５名・NPO 法人川崎市中途失聴・

難聴者協会１名）でした。今年度は全体投影（ＯＨ

Ｐ・ＯＨＣ・ＰＣ）での現場２例の事例についてグ

ループ討議・発表を行い、発表について、NPO法人

川崎市中途失聴・難聴者協会参加者とセンター職員

から感想等を伝えました。（グループは手書き・パソ

コン・兼任の方がなるべく分かれるようにしまし

た。）全体投影は会議や講演会で主に利用されている

方法です。登録年数や方法に関係なく活発な意見が

交わされ、各グループの意見がすぐにまとまったの

が印象的でした。 

１０月１５日（日）は NPO 法人全国要約筆記問

題研究会・三宅初穂理事長をお招きし、「今後の要約

筆記派遣事業への提言」をテーマにご講義いただき

ました。参加者は２１名（要約筆記者１７名・NPO

法人川崎市中途失聴・難聴者協会４名）でした。

2015年10月に出された「今後の要約筆記事業に

ついての提言」を検討した経緯やポイント、現在取

り組まれている「第2次要約筆記ワーキンググルー

プ」での検討課題などを解説いただきました。 

要約筆記事業のあり方を改めて見つめ直し、今後

９月１０日～１１月５日の５日間、手話通訳者養

成講座＜通訳Ⅲ＞を行いました。受講生は１０名で

す。これまで実践課程として行ってきたこの講座で

すが、今年は新テキストの採用に伴い、新しくスター

トしました。ところが１０月の日曜日に２度訪れた

台風で休講を余儀なくされ、急遽補講を行う等の調

整が必要となりました。 

講師の皆さん、受講生の皆さんと一緒になんとか

終了日を迎えることとなりました。１２月の統一試

験まであと１ヶ月。皆さん、体調に十分気を付けて実

力を最大限発揮できるよう願っています。 

手話奉仕員養成講座<入門編>（高津区コース・麻生

区コース）が９月に終了しました。 

両コースとも５月に開講。高津区コースは３６名、

麻生区コースは３０名でスタートしました。 

修了者は、高津区コース２９名、麻生区コース２１

名の合計５０名です。 

今年度、定員をはるかに超える応募があり、希望す

る方全員に受講していただくことができず残念でし

た。今後もさらに、手話やろう者、そして聴覚障害に

ついての理解を深め、地域で活躍していただければ

と思います。 

最後になりましたが、実技指導を担当してくだ

さった講師の方々をはじめ、開催地区のろう協・手話

サークルの皆さまには、講座開始前から長期間大変

お世話になりありがとうございました。 

【８月２５日（金）／実技研修】 

６月の通訳者団研修で使用した３教材（日本語文）

を使い、事前に、NPO法人川崎市ろう者協会の方々

の協力を得て、３教材の手話翻訳文を用意して実施

しました。当日は、１グループ１教材で３グループ

に分かれ、手話構文の仕組みを理解するところから

スタートしました。仕組みを理解したうえで、取り

組んだのは再生トレーニング。ろう者のチェックを

受け充実した研修になりました。最後に、３教材す

べての翻訳文を全員で見て終了しました。 
 

【１０月２７日（金）／実技面談を振り返って】 

グループにわかれ、今年度実技面談で使用した題

材の内容とポイントを確認。その後は、それぞれ異

なる課題に取り組みました。Ａグループの課題は、

手話構文“反応”について学ぶ実技研修、Ｂグルー

プは、依頼書受信から派遣日までの事前準備に関す

る研修、Ｃグループは場面を設定しての事例研修。

グループワークを終えた後は、それぞれの内容を報

告してもらい、全員で課題の共有を行いました。 

現任研修の時間は１時間半。限られた時間ですが、

次の派遣につながる研修になるよう毎回内容を組み

立てています。特に実技研修では、様々な形でＮＰ

Ｏ法人川崎市ろう者協会の方々にご協力をいただ

き、充実した研修が実施できています。ご協力あり

がとうございます。 

登録要約筆記者現任研修 報告 

手話通訳者養成講座通訳Ⅲ 終了報告 

登録手話通訳者現任研修 報告 

手話奉仕員養成講座入門編 終了報告 

の動向に注目する良い機会に

なったのではないかと思いま

す。研修で学んだことを今後の

活動に活かしていただきたいと

思います。 
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１０月１１日（水）～１２日（木）の二日間、消防局救急隊員対

象に「川崎市緊急手話通訳者派遣制度と聴覚障害者とのコミュニ

ケーションについて」をテーマに研修を行いました。前半は職員に

よる講義を行い、後半は NPO 法人川崎市ろう者協会から２名、

NPO 法人川崎市中途失聴・難聴者協会から１名の方々に協力して

いただき、救急隊員と一緒に模擬訓練を行いました。「聴覚障害者」

と一言で言っても、「ろう者」と「中途失聴者・難聴者」それぞれ

のニーズは異なることを、講義や模擬訓練に加えて、当事者の３名

の方々からの実体験等のお話を聞いて、理解が深まり、今後の緊急

時の対応がより良いものになることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中原警察署（9月27日）、幸警察署（10月26

日）、川崎警察署（10月25日、26日、27日）

にて、警察官対象の「聴覚障害者等への配慮と適切

な対応について」の研修を行いました。警察官を対

象とした研修会は平成 23 年度に中原警察署から

スタートし、現在、3箇所の警察署で毎年研修が行

われるようになっています。 

事の発端は、平成 23 年に聴覚障害女性が川崎

市中原区内で交通事故に遭い、交通事故現場での現

場検証の際、聴覚障害女性が現場にいた警察官に手

話通訳者を要請したのにも関わらず、手話通訳者の

依頼方法が分からないために、その要請が受け付け

られなかったという問題が起きました。NPO法人

川崎市ろう者協会はこの問題を看過できないとい

う判断の基に、警察署への抗議活動等の取り組みが

◎警察署での聴覚障害者理解を深める取り組み◎ 

あり、中原警察署としても、今後も同様の問題が発

生しないようにするために、聴覚障害者への適切な

対応ができるようにすることを目的とした研修会

を開催することになったという経緯があります。 

「補聴器をしていても音声は聞こえても何を

言っているのか分からない」「日本語が苦手な方が

いる」「発音がきれいだからといって、音声での会

話が出来るとは限らない」など聴覚障害者の多様な

姿を初めて知った方が多かったように感じました。

また、分からなくてもうなずいてしまう癖のある聴

覚障害者がおり、「うなずく」行為が「理解した」

という意味ではない可能性があることや、単語レベ

ルは理解できても、日本語となると意味がつかめな

い聴覚障害者もいるというケースを挙げながら、聴

覚障害者と接することになった時、聴覚障害本人に

手話通訳が必要かどうかを確認する必要があるこ

とを学んでいただけたと思います。 

このような研修の機会を定期的に行なうことで、

聴覚障害者に対する理解が深まり、適切な対応がで

きる警察官が増えていくことを期待したいと思い

ます。 

◎消防局救急隊員対象研修を行いました◎ 

◎実習生受け入れ◎ 
 

日本福祉教育専門学校：１名 8月26日(土)～9月13日(水) 

国立障害者リハビリテーションセンター学院：１名 8月26日(土)～9月1日(金) 

◎センター見学実施◎ 

7月 2日(日) 手話奉仕員養成講座＜入門編＞ 受講生約30名 

8月 2日(水) 中原警察署新人警察官 3名 引率2名 

8月 3日(木) 相模原市障害福祉サービス課 2名 

9月13日(水) 川崎市障害福祉課、オリンピック・パラリンピック推進室 2名 
 

当センターにお越しくださり、どうもありがとうございました。この経験を生かしてくださる事を願っています。 
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◎関東ろうあ者相談員連絡会報告◎ 
 

９月８日（金）、平成２９年度第２回関東ろうあ者

相談員連絡会が聴力障害者情報文化センター（東京

都目黒区）で開催されました。 

前半は、会員同士で情報交換として近況を報告し

合い、後半は、「相談員のセルフケア・セルフヘルプ 

相談員のストレスマネジメント」と題して、聴力障

害者情報文化センター施設長・相談員の森せい子氏

よりご講演いただきました。 

中でも、対人関係のプロセスやグループの成長

を考えるうえで有効とされる「ジョハリの窓」ゲー

ムは大変盛り上がりました。当センターは相談員

が４人いますが、相談員が１人しかいないという

職場もまだまだ多く、ストレスが大きかったり、

精神的に参るといったような声がありました。そ

ういった職場には一日も早く、複数人の相談員が

配置されるよう協力し合っていかなければと考え

させられた連絡会でした。 

◎電話リレーサービスを制度とするにあたっての学習会◎ 
 

8月29日(火)に日本財団会議室(東京)にて「電話リレーサービスを制度とするにあたっての勉強会」が行

われました。 

平成 29 年度の障害保健福祉部関係の予算に「聴覚障害者情報提供施設の機能強化としての電話リレー

サービスの実施」に約1,150万円の予算が組まれ、4箇所の聴覚障害者情報提供施設(沖縄、熊本、滋賀、

千葉)が担うことになりました。 

その影響と思われますが、全日本ろうあ連盟が「電話リレーサービス等啓発普及推進事業」を立ち上げ、

その一環として「電話リレービス等普及啓発のための学習会(9 ブロック)」を行うという方針が示され、そ

の学習会に参加してきました。 

聴覚障害者にとって「音声」を媒体とする電話は、大きなバリアとなっています。電話リレーサービスは

聴覚障害者と一般ユーザの間にオペレーターが介在することで、聴覚障害者も健聴者と同等にリアルタイム

かつ双方向で「電話」をすることが可能となるものです。 

今回の学習会では「電話リレーサービスとは？」「日本財団の取り組み」「日本の状況」「海外のシステム」

「海外の政策」「日本の課題」という６つの内容の講演があり、様々

な課題があることを学びました。 

日本財団では、2013 年9 月より試験的に電話リレーサービス・

モデルプロジェクトを実施しており、利用者が 5,061 人(2016 年

10月現在)、月に13,872件、1日約57時間の利用があるとのこ

とです。 

電話リレーサービスの普及に伴い、聴覚障害者が気軽に電話ができ

るようになることにより、当センターにおいても、聴覚障害者からの

電話での対応が激増し、現在の当センターの職員体制では対応しきれ

なくなることが予測されます。 

国の動向に注視しながら、当センターの職員体制について川崎市と

協議を積み重ねていきます。 

 

よもやまコラム 
 

１1月になり、２０１７年も残り1ヶ月あまり。この時期になると、

１０月末にはハロウィン、１２月はクリスマスと何かと企画が目白押し

ですね。ハロウィンの起源は、古代ケルト人の秋の収穫祭だそうです。

よく見かけるお化けカボチャの名前は、ジャック・オー・ランタンと言

い、悪霊を追い払うためのものらしいです。最初はカブだったのが、ア

メリカに伝わった時にカボチャに変わったそうです。今はカボチャが定

番になっていますが、カブだったのは驚きです。川崎市では、毎年10

月最後の日曜日に川崎駅近くでハロウィン・パレードを行っています。

来年は参加してみたいなと思うこの頃です。      （Ｓ．Ｏ） 
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◎意思疎通支援担当者研修会に 

参加してきました◎ 
 

７月１９日（水）～２１日（金）の三日間、京

都で意思疎通支援担当者研修会が開催されまし

た。 

全国の同じ手話通訳者や要約筆記者の派遣コー

ディネートを担う方々が集い、様々な講義を受け、

グループ討議が活発に行われました。熊本地震の

時の支援の様子についての話は、川崎市が被災し

た場合も近隣の県が被災して支援する側になる場

合も、情報文化センターがどのように動けば良い

のか、何を事前に準備しておく必要があるのか、

具体的に考える良い機会となり、身が引き締まり

ました。 

都道府県の情報提供施設と政令指定都市の情報

提供施設では、抱える課題が異なることも多いで

すが、目指している目標は同じなので、それぞれ

の意見一つ一つが大変勉強になった三日間でし

た。 

川崎市聴覚障害者情報文化センターの前身、聴覚障害者情報保障事業の頃から手話通訳者の派遣・調

整をガッチリと支えて来られた職員、植野弘子さんが９月末に退職されました。 

「植野さんの顔を見るとホッとする」「声を聞くとホッとする」という声は職員も含め、たくさんの

方々から寄せられました。９月１６日（土）夕方にはロビーで関係４団体と職員がおつかれさま会を行

い、団体代表の皆さん、元職員の方からの言葉、きれいな花束が贈られました。 

派遣コーディネーターは現在募集していますが、川崎市登録手話通訳者の中野まり子さん、西村ひろ

みさんが派遣業務のサポートのため１０月から勤務しています。皆さん、よろしくお願いいたします。 

◎植野弘子さん、２７年間本当におつかれさまでした！ありがとうございました。◎ 

◎地域包括ケア全国実践研究集会 

            １０月７日（土）◎ 
 

日本社会福祉士会主催の「地域包括ケア全国実

践研究集会」に参加しました。サブテーマは、地

域共生社会を拓く地域包括ケアシステムとソー

シャルワーク ～「受け止める」から「行動する」

へ～です。 

午前中に講演が２本。午後は３名のシンポジス

トによるシンポジウムでした。この集会は「実践

研究集会」の名の通り、実践者の具体的な実践活

動の報告が中心で、通り一遍の支援にとどまらな

い、アクティブな実践例におおいに刺激を受けま

した。分野は違えども、ソーシャルワーク機能と

いうものは共通しており、これを使っていくこと

で社会的弱者の生活ニーズを充足させ、より良い

環境を作って（創って）行くというプロセスに変

わりはありません。ちょっとしたアイディアやひ

らめき、発想力というものが求められていること

も良く分かりました。 

日頃の業務に忙殺されがちではありますが、小

さくても、アイディアを出せるよう心掛けたいと

思います。 

長い間、本当に 

お疲れ様でした。 
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平成２９年１１月 

日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30   
 

平成２９年１２月 

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

5 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

31       
 

平成３０年１月 

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31    
 

平成３０年２月 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30  
 

ビデオ通信 ６３ 

●センターよりお知らせ 
 

センターの制作ＤＶＤの紹介 

・平成29年度手話奉仕員養成講座入門編、基礎編 

・平成29年度手話通訳者養成講座通訳Ⅰ、通訳Ⅱ 

・平成29年度聴覚障害者福祉講座 

 「特定非営利活動法人川崎市ろう者協会の歴史」 

「手話奉仕員・手話通訳者養成について学ぶ」 

・平成29年度聴覚障害者生涯学習講座 

「法律なんて自分には無縁 

－そう思っている人はいませんか？－」 
 
貸出ベスト５ 

 （平成２9年７月１日から平成２9年９月３0日現在） 

順位 ジャンル別 本数 

１位 センター制作分 153本 

２位 手話学習 61本 

３位 教育・教材 21本 

４位 映画・ドラマ 20本 

５位 趣味・教養、手話番組 それぞれ７本 
 
●データ紹介 

 ７月 ８月 ９月 合計 

来所者数 1,622 1,463 1,568 4,653 

ビデオ 
貸出数 

78 109 98 285 

(56) (83) (14) (153) 
※ビデオ貸出数の下の（ ）内の数は、センター制作分の貸出数です。 
 
●HPに掲載したい手話及び要約筆記の勉強会や講習会の情

報がありましたら、ご一報ください。 
 

HPのアドレス http://www.joubun.net/ 

☆積極的な情報提供、お待ちしております。☆ 

＜休館日のお知らせ＞ 

休館日は毎週月曜日と祝祭日です。 

月曜日が祝祭日の場合は、翌日の火曜日も休

みとなります。（   休館日） 

 
 
ツイッター 時々つぶやいてます☆ 

https://twitter.com/DKawasakiJoubun 
フェイスブック    

https://www.facebook.com/Dkawasakijoubun 

【年末年始センター休館のお知らせ】 

平成29年12月29日（金）～ 

平成30年1月3日（水）まで 

■手話通訳・要約筆記派遣受付について 

■ろうあ者相談・難聴者相談受付について 

年末：１２月２８日（木）１６時まで 

年始： １月 ４日（木） ９時から 

※センター休館期間は、ＦＡＸも電話もつな
がりません。急病のときは、FAX119か
WEB119を利用しましょう。 
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